ディーチェル氏価値学説 by 伊藤 久秋
漸
次
資
本
及
勢
力
供
給
の
判
擦
な
る
に
至
れ
ば
、
徐
に
文
化
の
呉
な
る
民
放
の
入
闘
を
制
限
し
、
又
は
担
絡
す
る
に
至
る
ぺ
き
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
子
。
然
れ
ば
同
凶
に
釣
し
辿
蛍
の
政
策
を
以
て
、
移
住
す
る
を
要
す
べ
し
a
又
他
方
に
我
困
民
の
移
住
地
さ
し
て
、
故
障
少
〈
、
低
抗
の
弱
き
所
を
求
め
ぎ
る
可
か
ら
宇
。
印
ち
我
本
闘
の
保
謎
を
十
分
に
受
〈
べ
き
凶
土
、
夫
の
満
洲
議
古
西
比
利
湿
地
方
の
如
き
は
、
通
蛍
な
る
所
な
る
べ
し
。
是
等
の
地
方
は
近
時
の
戦
役
に
よ
り
、
少
な
か
ら
ぎ
る
生
命
必
財
カ
を
犠
牲
ご
し
た
れ
ば
、
経
済
上
の
利
盆
は
務
〈
て
も
、
政
治
上
の
刺
盆
が
優
に
之
を
補
ひ
、
且
我
凶
さ
の
通
商
貿
易
上
に
も
利
盆
少
な
か
・ら
ぎ
る
ぺ
し
。
又
是
等
の
地
方
に
於
て
は
同
化
及
民
族
的
偏
見
の
問
題
も
、
容
易
に
殺
生
せ
ぎ
る
ぺ
し
。
デ
＃
l
チ
z
ル
氏
債
値
拳
設
伊
藤
久
秋
債
低
謬
説
は
匙
舎
経
済
拳
の
礎
石
た
り
、
ペ
エ
ム
ム
ー
ク
z
y
p
の
云
へ
る
如
く
「
会
事
裁
の
中
心
に
」
立
つ
も
の
た
り
、
又
マ
y
カ
ロ
y
グ
の
一
式
へ
る
如
〈
「
経
済
率
の
一
切
の
・
攻
究
に
根
本
的
重
要
ぞ
有
す
る
も
の
」
た
り
。
而
し
て
英
意
義
深
甚
な
る
だ
り
、
最
異
論
多
き
館
学
設
に
属
す
る
も
の
は
又
貨
に
是
な
b
。
然
れ
ざ
も
議
鮮
を
事
ご
し
排
撃
を
念
ざ
す
る
よ
り
起
る
論
争
を
外
に
す
れ
ば
、
根
祇
に
於
て
意
見
の
宰
闘
を
緩
成
す
る
、
唯
一
デ
キ
E
チ
Z
W
氏
側
値
血
中
蹴
三
五
五
商
業
主
紐
慣
佃
の
勤
な
b
。
債
値
決
定
の
基
礎
た
り
或
は
支
配
者
た
る
の
名
血
管
の
震
に
経
済
皐
の
努
頭
よ
り
ニ
個
の
相
歎
相
等
へ
り
、
的
ち
財
の
有
す
る
剃
期
さ
其
獲
得
に
要
す
る
提
用
の
こ
者
之
な
b
d
。
債
値
曲
学
設
上
の
重
要
な
る
論
争
は
化
し
て
利
用
か
費
用
か
の
論
争
さ
な
る
。
恨
界
利
用
論
者
は
前
者
を
主
張
し
英
国
正
統
率
波
は
後
者
を
主
張
三
五
六
す
然
れ
ざ
も
比
爾
者
は
、
果
し
て
融
和
す
ぺ
か
ら
ぎ
る
反
背
を
な
せ
り
や
、
こ
れ
に
架
す
ぺ
き
橋
梁
な
き
か
。
我
・
デ
ヰ
I
チ
z
y
氏
は
寅
に
之
を
疑
ふ
も
の
に
し
て
別
用
さ
費
用
の
爾
万
を
掲
げ
て
爾
者
調
和
の
立
場
に
立
ち
古
来
の
難
問
を
解
決
せ
む
ぜ
す
。
氏
の
債
値
曲
学
設
未
だ
多
く
紹
介
せ
ら
れ
字
、
乃
ち
左
に
英
一
部
分
な
れ
ぎ
も
脚
か
紹
介
の
筆
を
さ
る
所
以
な
b
。
主
的
の
倒
値
削
申
蹴
は
其
名
者
吋
－
5
0
4
m
z
m
o
g
F
N一己努
O
S
O
S
一F
P－
－
・
叶
色
の
大
半
島
占
む
。
加
f
田
哲
ニ
氏
著
紐
横
領
値
論
に
も
氏
の
蹴
キ
鮮
語
d
？
、
曲
怖
に
ロ
zz・
宮
0
3司
V
Z
H
飼
敬
科
書
よ
リ
控
用
L
来
る
、
吾
人
島
L
J
て
甚
L
〈
央
葛
ぜ
し
む
O
L
．．． 
費
用
観
念
の
愛
生
或
物
が
手
段
ぜ
し
て
一
の
目
的
に
結
合
せ
ら
る
、
時
は
其
本
質
或
は
形
は
l
l全
部
又
は
一
部
l
l犠
牲
に
さ
れ
ざ
る
可
か
ら
宇
。
然
れ
ざ
も
此
本
質
或
は
形
の
滅
失
は
、
そ
れ
自
身
に
於
て
「
費
用
」
じ
は
あ
ら
字
。
蓋
し
こ
の
消
滅
は
狼
ら
る
、
利
用
の
出
現
さ
樹
立
す
る
も
の
じ
し
て
、
此
利
用
の
中
に
投
守
ら
れ
た
る
手
段
は
依
然
議
存
す
れ
ば
な
b
。
吾
人
が
従
来
或
物
の
所
有
に
依
っ
て
享
有
し
居
た
る
利
用
a
を
ば
、
此
物
を
手
段
ざ
し
て
付
ら
る
K
A
所
の
利
用
A
さ
交
換
す
る
も
、
こ
は
そ
凡
自
身
に
於
て
吾
人
h
T
廊
慮
せ
し
む
る
ニ
ぜ
な
し
。
，蓋
し
五
口
人
は
A
T以
て
a
よ
り
向
く
評
依
す
る
が
放
に
こ
そ
、
こ
の
行
動
を
絡
す
が
放
な
り
。
費
用
観
念
は
利
用
A
の
震
に
は
或
手
段
h
T
犠
牲
さ
せ
ざ
る
可
か
ら
宇
而
て
業
手
段
使
用
の
結
果
ざ
し
て
主
憧
は
一
方
、
A
e符
る
さ
共
に
他
方
他
の
利
用
μ
C
又
は
D
を
拒
ま
ざ
る
可
か
ら
玄
る
時
に
限
b
起
る
も
の
な
b
。
的
も
其
手
段
が
A
の
絡
に
用
ひ
ら
る
、
こ
さ
な
か
b
し
な
ら
ば
主
鰻
が
獲
得
す
る
を
得
ぺ
か
り
し
或
他
の
利
用
ef
－
－
而
て
此
利
用
の
獲
得
は
其
手
段
の
存
在
仁
か
、
る
｜
｜
利
用
A
の
獲
得
の
震
に
拘
禁
せ
Y
る
ぺ
か
ら
ざ
る
時
仁
後
生
す
。
某
使
用
に
よ
り
て
主
健
の
将
来
の
慾
望
充
足
に
不
利
な
る
結
果
を
生
守
る
が
如
き
手
段
の
み
が
費
用
ぜ
な
る
な
b
o
而
て
比
不
刺
な
る
結
果
は
有
限
量
の
手
段
を
使
用
す
る
際
常
に
後
生
す
。
有
限
量
さ
は
底
分
さ
れ
得
る
総
量
が
主
凪
胞
の
充
足
せ
む
ご
し
且
此
貯
蓄
の
一
一部
の
使
用
郎
此
種
の
手
段
の
減
車
位
の
使
用
を
郎
貯
蓄
〈
O
門
店
吾
以
て
初
め
て
充
足
せ
ら
る
可
き
慾
望
の
総
量
を
満
す
に
足
ら
ざ
る
こ
さ
之
な
り
。
一
主
鰻
の
慾
望
芝
、
そ
の
充
足
に
周
ひ
ら
れ
得
る
手
段
聞
の
・関
係
な
b
、
此
関
係
を
度
外
現
せ
ん
か
凡
て
の
手
段
は
自
然
、
資
本
、
努
．
カ
共
に
制
限
ぜ
ら
る
ご
見
ゆ
。
然
る
に
具
制
限
さ
れ
た
る
量
さ
は
一
の
関
係
な
b
、
健
的
の
見
地
よ
b
見
れ
ば
或
純
の
手
段
は
時
に
屡
々
ト
無
制
限
さ
せ
ら
4
0
0
卸
ち
主
櫨
の
嘗
時
φ
剣
断
に
従
て
今
日
要
し
叉
勝
旗
要
す
可
き
よ
b
議
に
大
な
る
量
を
有
す
る
場
合
は
之
な
り
。
デ
キ
l
チ
Z
W
氏
伺
値
接
殴
三
五
七
商
諜
さ
経
費
三
五
八
有
限
手
段
が
目
的
ざ
連
結
せ
ら
れ
ぎ
る
可
か
ら
ぎ
る
や
、
談
に
主
穫
に
さ
り
て
費
用
の
観
念
後
生
す
。
蓋
し
慾
望
充
足
の
斯
の
如
き
手
段
の
一
部
が
A
に
用
ひ
ら
れ
ん
か
葉
結
果
他
の
極
の
慾
望
B
又、
C
叉
は
D
、
に
云
へ
ば
、
A
さ
同
長
の
輩
位
叶
巳
－
5
2
m
g
量
を
要
す
る
慾
望
の
充
足
は
容
は
る
可
き
事
確
質
な
れ
ば
な
り
。
有
限
手
段
が
使
用
さ
る
〉
を
要
す
る
以
上
、
主
健
が
其
行
錫
に
よ
り
、
A
な
る
現
質
の
利
用
を
獲
得
す
る
時
は 般
他
の
潜
在
的
利
用
た
る
B
、
C
、
D
は
害
は
れ
ぎ
る
可
か
ら
5
る
理
由
に
よ
b
費
用
概
念
は
生
起
す
る
な
り
。
別
用
A
が
主
般
に
異
質
に
費
用
す
る
｛
同
2
5
1
1
1誇
語
生
硬
な
れ
ざ
る
他
に
良
謬
を
知
ら
宇
）
も
の
は
主
健
が
A
の
獲
得
を
決
す
る
場
合
失
は
ろ
、
B
又
は
C
、
又
は
η
の
利
用
之
な
り
。
デ
ヰ
－
E
チ
ェ
Y
は
滋
に
於
て
彼
の
重
要
な
る
命
題
に
到
達
す
、
日
く
『
「
費
用
」
は
「
利
用
損
」
さ
同
義
な
り
』
さ
（
w
k
g
zロh
h
山
ω仲
間
】
止
の
y
g門凶
2
R
E
H
M
M一了
wZ
仲
Ngosσ
ロ
ω
ω
0
3
又
日
く
『
「
費
用
」
は
た
uy
「
利
用
損
」
の
締
め
た
る
語
に
過
ぎ
や
’
』
さ
。
彼
は
比
命
題
を
以
て
古
来
の
一
的
準
設
1
1利
用
設
か
袋
用
説
か
ー
ー
の
調
和
を
試
み
ん
さ
す
若
し
デ
キ
1
チ
z
y
の
如
（
袋
用
を
以
て
利
用
拐
さ
な
す
可
く
ん
ば
英
図
古
典
準
流
及
其
承
総
者
が
主
張
し
て
債
値
の
抵
は
技
用
の
長
じ
よ
り
決
せ
ら
る
ぜ
な
す
費
用
設
さ
限
界
利
用
論
者
の
主
張
し
て
憤
他
の
丑
は
財
の
利
用
の
最
に
よ
り
決
定
せ
ら
る
さ
は
す
利
用
設
さ
の
問
に
融
和
す
可
か
ら
ざ
る
格
執
の
存
せ
ぎ
る
は
明
な
り
。
費
用
か
利
用
か
の
守
は
皐
覚
す
る
に
．
俄
他
の
お
き
は
財
の
有
す
る
刺
用
泣
か
又
は
財
が
失
は
れ
再
生
産
せ
ら
る
る
時
損
せ
ら
る
ぺ
き
利
用
の
最
か
、
何
れ
か
之
を
決
定
す
る
の
守
な
h
。
否
人
は
友
に
こ
の
間
に
到
す
ゐ
デ
ホ
ベ
1
チ
z
y
の
解
答
を
聞
く
前
に
於
て
償
他
秤
没
後
生
の
根
源
に
附
す
る
氏
の
設
を
知
ら
ぎ
る
可
か
ら
や
。
-
ー－－－－
領
値
秤
量
愛
生
の
根
源
l
利
用
性
三
有
限
性
費
用
線
念
は
上
京
ゅ
の
説
明
に
向
て
明
な
る
如
く
吾
人
が
有
限
量
の
財
の
或
単
位
最
を
消
費
す
る
に
よ
b
資
き
る
〉
利
用
の
加
算
が
築
制
到
債
ざ
し
て
利
用
の
鈴
除
を
伴
ふ
さ
思
推
す
る
が
放
に
此
積
有
限
量
の
財
の
消
費
に
附
随
し
て
起
る
も
の
な
り
。
A
な
る
利
用
獲
得
せ
ら
れ
ん
か
従
来
存
せ
し
手
段
の
箪
微
量
は
A
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
が
故
、
B
な
る
利
用
は
最
早
将
来
得
ら
る
〉
こ
さ
を
得
字
。
滋
に
於
て
か
費
用
の
観
念
起
り
来
る
。
而
て
費
用
さ
一
慌
値
さ
は
相
蔽
ふ
も
の
な
b
o
費
用
の
大
き
さ
僚
値
の
大
き
さ
は
相
蔽
ふ
も
の
な
り
。
如
何
な
る
手
段
仁
っ
き
費
用
観
念
が
接
生
す
る
や
は
上
に
説
明
せ
し
所
の
如
し
、
而
て
こ
れ
如
何
な
る
手
段
に
債
値
が
置
か
る
〉
の
問
題
の
解
答
な
h
。
乃
ち
費
用
概
念
も
債
値
秤
量
も
共
に
英
根
彼
を
有
限
量
な
る
同
一
関
係
に
有
す
。
共
に
五
口
人
が
従
来
底
分
し
得
た
る
財
を
失
は
uy
如
何
な
る
経
済
的
不
利
盆
を
生
宇
る
や
、
叉
は
生
子
，
へ
き
ゃ
な
る
思
考
r
？
り
後
生
す
。
比
の
如
き
剣
断
は
こ
れ
ぞ
袋
用
観
念
さ
呼
よ
も
優
位
秤
最
古
呼
ぷ
も
同
様
な
り
。
只
後
者
が
普
遮
の
用
語
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
な
り
。
デ
キ
1
チ
z
u
w
氏
倒
値
串
殴
三
一
主
九
商
業
さ
抱
擁
別
三
大
O
主
峰
が
無
限
量
に
底
分
し
得
る
財
は
節
約
せ
ら
る
、
こ
ど
な
〈
此
騒
の
財
に
就
て
は
費
用
観
念
も
優
位
秤
量
も
後
生
す
る
・
』
ぜ
な
し
。
比
湿
の
財
一
軍
位
の
消
費
仁
よ
b
待
ら
る
〉
利
用
の
加
算
は
何
等
利
用
の
控
除
を
犠
牲
ざ
す
る
こ
さ
な
し
o
利
用
を
得
る
の
可
能
を
吾
人
は
英
一
単
位
の
存
在
に
依
頼
す
る
こ
さ
な
し
o
－m単位
失
は
る
、
も
其
可
能
は
依
然
ざ
し
て
訟
の
如
し
。
此
椛
財
が
如
何
に
有
用
に
し
て
経
済
の
目
的
に
如
何
に
用
ふ
る
所
多
し
ご
す
る
も
、
吾
人
に
何
等
の
費
用
を
生
十
る
こ
さ
な
〈
、
寄
人
に
さ
り
無
償
値
た
る
な
り
。
無
限
財
じ
吾
人
の
関
知
せ
ざ
る
こ
さ
恰
も
市
内
能
の
暴
君
が
其
従
臣
に
射
す
る
が
如
し
。
有
限
財
は
吾
人
に
偉
敬
守
起
き
し
め
吾
人
は
之
じ
従
腿
せ
る
を
戚
宇
。
此
偉
敬
従
属
の
意
識
よ
り
僚
他
秤
量
は
後
生
す
Q
尚
是
概
之
、
デ
ヰ
1
チ
－z
y
も
．亦
、
債
依
秤
量
襲
生
の
根
源
を
逓
設
さ
同
じ
，
、
利
用
性
有
限
性
の
二
つ
に
見
る
。
既
に
利
用
性
あ
り
、
銃
に
有
限
性
あ
b
、
遂
に
mA用
概
念
は
後
生
し
債
依
杯
最
は
生
宇
ぺ
し
。
さ
れ
ぜ
デ
ヰ
1
チ
ヱ
Y
は
ぬ
川
ニ
の
有
限
性
に
つ
き
区
別
す
ぺ
き
所
あ
る
を
認
め
、
こ
の
区
別
に
尚
て
古
来
の
守
論
、
技
用
か
利
用
か
の
決
定
に
進
む
。
．園田． 
．． 
・・圃
再
生
産
可
能
財
ミ
再
生
産
不
能
財
費
用
制
念
の
根
源
ご
し
て
有
限
卦
の
放
態
は
一
・
玄
関
の
一
定
財
に
制
到
す
る
必
要
額
が
英
財
の
有
高
に
よ
り
十
分
に
充
足
せ
ら
れ
ぎ
る
時
、
後
生
す
。
然
れ
ぜ
も
此
侠
乏
の
場
合
に
も
品
川
峻
織
に
別
た
ぎ
る
可
か
ら
，
さ
る
も
の
ゐ
り
。
一
主
般
の
絞
務
放
態
は
主
般
が
何
等
か
の
事
情
で
失
ふ
財
の
鼠
位
最
を
再
生
産
し
得
る
か
否
か
に
従
ひ
、
換
言
す
れ
ば
主
位
は
再
生
産
可
能
財
に
濁
せ
る
や
綿
花
再
生
産
不
能
財
に
濁
せ
る
や
に
従
っ
て
根
本
的
に
異
な
る
も
の
あ
り
。
再
生
産
可
能
財
が
失
は
る
れ
ば
（
必
要
額
が
一
定
な
る
時
）
餓
乏
の
粍
皮
は
増
加
す
れ
ぎ
も
、
こ
の
放
態
は
復
、
再
生
産
に
よ
b
除
去
せ
ら
る
〉
こ
子
伊
』
得
一
υ
之
仁
反
し
再
生
産
不
能
財
が
失
は
る
k
h
時
は
（
必
要
額
一
定
ぜ
ぽ
）
繰
乏
の
増
加
は
永
久
的
じ
し
て
償
ム
の
由
な
し
。
更
に
叉
再
生
産
の
可
能
な
る
場
合
に
於
て
も
主
健
の
経
済
放
態
は
か
、
ふ
る
再
生
産
を
錯
し
得
る
僚
伴
じ
従
つ
て
根
本
的
仁
異
な
る
。
制
主
慢
が
再
生
産
不
能
財
に
劉
寸
・る
場
合
は
絶
調
的
有
限
量
の
場
合
な
b
o
財
の
量
が
一
定
車
位
た
り
滅
守
ん
か
主
慢
が
従
来
こ
の
間
単
位
登
よ
b
得
居
た
る
利
用
の
量
が
主
憾
に
嚇
到
し
費
用
芯
な
る
。
現
存
せ
る
各
間
半
伎
は
、
刺
用
が
此
翠
位
の
存
在
仁
か
〉
れ
る
の
理
由
に
よ
り
、
領
値
を
置
か
る
。
之
を
失
ふ
芭
共
に
此
利
用
は
失
は
れ
て
再
び
得
可
か
ら
争
、
蓋
し
之
を
再
び
得
ぺ
き
手
段
な
き
を
以
で
な
b
。
町
主
健
が
再
生
産
可
能
財
仁
濁
す
る
場
合
l
！
こ
の
場
合
に
は
再
生
産
し
得
る
像
件
に
従
っ
て
更
に
無
限
デ
ヰ
E
チ
Z
W
氏
個
値
畢
既
エハ
商
業
主
経
済
己
大
ニ
量
の
場
合
ゐ
b
有
限
量
（
相
劉
的
）
の
場
合
ゐ
る
ぺ
し
。
一
門
再
生
産
の
銭
に
周
ひ
ら
る
べ
き
手
段
が
無
限
量
に
存
す
る
時
は
依
乏
は
只
表
面
上
に
し
て
好
み
の
ま
、
じ
過
剰
た
ら
し
む
る
こ
さ
を
得
。
手
段
は
無
限
に
蕗
分
さ
れ
得
る
が
故
費
用
さ
な
ら
や
’
従
て
僚
値
を
有
せ
子
、
放
に
財
の
一
単
位
を
失
ふ
も
何
等
利
用
砂
年
ハ
ム
こ
さ
な
し
従
っ
て
現
存
単
位
量
に
債
低
が
置
か
る
、
ニ
さ
な
し再
生
産
す
る
ニ
さ
を
得
吉
雄
、
此
手
段
の
量
が
、
同
じ
く
此
手
段
を
用
ひ
て
充
足
す
ぺ
き
一
切
の
慾
望
を
充
足
手
段
が
有
限
盆
な
る
場
合
、
ω主
健
・
は
失
は
れ
た
る
特
定
穏
の
財
の
車
位
量
を
此
手
段
の
使
用
に
よ
り
す
る
に
は
足
ら
，
さ
る
場
合
。
郎
ち
相
釣
的
有
限
量
の
場
合
。
主
位
は
快
乏
の
増
加
を
ば
其
手
段
の
単
位
盆
を
犠
牲
ご
し
て
再
び
除
去
す
る
こ
さ
を
得
れ
ぎ
も
、
此
カ
は
相
釣
的
に
有
限
な
り
、
主
し
こ
れ
に
依
頼
す
る
慾
望
充
足
の
全
部
さ
比
峻
し
て
は
此
手
段
の
存
在
最
は
徐
b
に
不
足
な
れ
ば
な
り
。
再
生
産
可
能
財
子
設
す
時
は
絶
鎖
的
有
限
益
の
場
合
さ
異
な
り
北
（
再
生
産
を
行
ふ
ぺ
し
。
さ
れ
ざ
此
場
合
も
尚
一
同
単
位
最
だ
け
財
の
存
在
最
が
減
守
る
こ
さ
は
一
の
利
用
を
費
用
（
犠
牲
）
ピ
す
。
i
ー
蓋
し
有
限
な
る
手
段
の
存
花
況
中
一
問
単
位
が
再
生
産
に
周
ひ
ら
れ
ぎ
る
可
か
ら
F
る
が
故
－
然
か
ら
ぎ
れ
ば
ζ
れ
よ
り
得
ら
れ
た
る
可
き
他
の
利
川
は
小
〈
は
る
、
が
放
な
り
3
然
れ
J
Y
」
も
費
用
観
念
の
線
源
は
再
生
産
不
能
財
さ
再
生
産
可
能
財
の
場
合
に
従
っ
て
異
な
る
。
前
者
の
消
費
が
主
位
に
費
用
概
念
を
生
守
し
な
る
は
此
財
及
従
来
’
』
れ
よ
り
得
居
た
る
利
用
を
再
生
産
す
る
の
手
段
存
在
せ
ざ
る
に
由
る
。
然
る
に
後
者
の
消
費
が
費
用
概
念
を
悲
越
す
る
は
再
生
産
の
手
段
は
存
す
れ
ぜ
も
唯
こ
れ
が
有
限
に
の
み
彪
分
し
得
る
こ
さ
に
由
る
。
前
の
場
合
は
財
自
身
が
費
用
ざ
な
り
、
後
の
場
合
は
手
段
が
費
用
ぜ
な
る
。
（
内
g
z
p仏）
相
蛍
的
並
に
絶
劉
的
有
限
量
の
場
合
共
に
財
の
貯
蓄
の
各
現
存
単
位
量
に
債
値
が
置
か
る
K
A
は
、
之
が
存
在
す
る
問
は
利
用
獲
得
の
可
能
が
存
し
、
之
が
失
は
る
れ
ば
其
可
能
消
滅
す
る
の
理
由
に
基
〈
。
然
れ
ぜ
も
僚
他
秤
量
の
根
擦
に
至
つ
て
は
此
雨
場
合
間
に
本
質
的
差
異
あ
り
。
再
生
産
し
能
は
ぎ
る
財
に
債
値
秤
量
が
怨
き
る
、
は
、
か
〉
る
財
の
具
鰻
的
分
量
の
主
佳
に
桝
到
し
存
在
す
る
こ
さ
は
、
こ
れ
自
慢
の
粛
す
利
用
の
獲
得
を
意
味
す
れ
ば
な
り
。
此
利
用
た
る
や
此
単
位
量
が
失
は
る
、
時
、
喪
失
さ
れ
亦
再
び
得
べ
か
ら
争
。
此
利
用
の
損
失
の
震
に
此
財
に
は
償
低
が
置
か
る
〉
も
の
な
h
J
O
之
に
反
し
再
生
産
し
得
る
財
が
主
健
に
劉
し
存
在
す
る
こ
さ
に
繋
が
れ
る
は
、
そ
れ
自
身
の
費
す
刺
用
に
は
あ
ら
守
し
て
、
或
他
の
種
の
利
用
な
り
｜
｜
こ
の
利
用
は
彼
の
財
の
存
花
す
る
以
上
主
佳
じ
獲
得
さ
れ
得
る
も
の
な
b
。
何
さ
な
ら
ば
彼
は
有
限
手
段
貯
蓄
の
一
特
定
箪
位
量
を
自
由
に
底
分
し
得
れ
ば
な
b
。
か
、
る
財
が
切
り
去
ら
れ
再
生
産
さ
れ
玄
る
可
か
ら
ざ
る
時
は
此
手
段
量
は
使
用
せ
ら
れ
、
以
τ従
来
比
手
段
量
よ
り
得
ら
デ
キ
1
チ
Z
M
W
氏
側
斌
皐
殴
一
六
三
随
薬
吉
紐
融
制
三
点
目
れ
た
る
利
用
は
失
は
れ
て
一
再
び
得
る
に
尚
な
し
。
此
利
用
の
損
失
の
震
に
彼
の
財
じ
は
債
値
が
置
が
る
、
な
り
。
関
係
せ
る
利
用
は
絡
調
的
有
限
量
の
場
合
に
は
相
調
的
有
限
量
の
場
合
さ
異
れ
b
o
然
，れ
ざ
も
再
生
．産
じ
得
る
財
の
場
合
も
再
生
産
し
待
ぎ
る
財
の
場
合
も
債
値
は
其
源
泉
を
、
財
の
喪
失
ε共
に
利
用
損
郎
も
経
済
的
幸
一
臓
の
減
少
を
生
宇
さ
云
ふ
主
慢
の
思
考
の
中
仁
有
す
る
な
b
。
今
『
利
用
調
』
に
代
へ
て
簡
潔
仁
『
費
用
』
さ
稀
す
る
時
は
領
値
根
源
の
準
設
は
次
の
如
し
。
は
再
生
産
不
能
財
は
其
失
は
る
k
h
場
合
、
再
生
産
不
能
の
結
呆
さ
し
て
主
慢
に
劉
し
生
す
可
き
費
用
の
鍔
仁
僚
値
を
有
す
｜
！
此
費
用
は
此
失
は
る
、
財
自
慢
の
資
し
た
る
利
用
が
窓
に
失
は
る
可
し
さ
す
る
中
に
．成
立
す
OB
 
－
－
此
費
用
は
再
生
産
が
有
限
手
段
の
哉
箪
位
量
の
損
失
を
伴
ふ
が
鴻
に
此
失
は
る
、
手
段
の
存
在
に
か
、
り
再
生
産
可
能
財
は
其
失
は
る
＼
A
場
合
、
再
生
産
の
結
果
ざ
し
て
生
宇
可
き
費
用
の
怨
め
に
債
依
を
有
す
た
る
他
の
利
用
が
蕊
に
喪
失
さ
る
可
し
さ
す
る
中
に
成
立
す
。
一
切
の
財
は
其
英
夫
が
主
健
に
醸
す
可
き
利
用
調
或
は
費
用
の
震
に
債
依
を
有
す
。
か
、
2
る
利
用
損
の
生
子
る
原
因
は
再
生
産
不
強
財
の
場
合
は
此
財
自
健
の
有
限
量
の
中
仁
存
し
、
再
生
産
可
能
財
の
場
合
は
再
生
産
の
用
を
な
す
手
段
の
有
限
量
の
中
に
存
す
。
再
生
産
不
能
財
の
債
依
は
そ
れ
白
般
の
債
値
に
基
き
、
再
生
産
可
能
財
の
償
値
は
其
再
生
産
が
必
要
ざ
す
る
手
段
の
債
値
に
基
〈
、
彼
の
財
の
一
m
単
位
裁
は
財
自
鐙
が
有
限
量
な
る
が
故
仁
、
又
比
の
財
の
一
単
位
量
は
手
段
が
有
限
丑
な
る
が
放
に
、
債
値
含
有
す
る
な
り
ο
以
上
の
理
論
を
例
を
以
て
説
明
せ
ん
ο
判
再
生
産
不
可
能
な
る
場
合
（
絶
封
有
限
量
の
場
合
）
氷
中
に
凍
結
せ
ら
れ
た
る
舶
の
締
員
に
は
新
木
は
再
生
産
し
能
は
ぎ
る
財
な
b
o
貯
蓄
の
各
車
位
量
は
、
之
が
存
在
は
「
熱
」
な
る
利
用
の
獲
得
を
意
味
し
、
そ
が
喪
失
は
此
熱
な
る
利
用
の
侠
俊
不
能
な
る
損
失
を
意
味
す
る
が
故
に
、
債
値
を
有
す
。
木
の
各
車
位
量
の
債
依
は
そ
れ
白
檀
の
僚
値
に
基
く
、
印
ち
有
限
な
る
財
自
般
の
債
低
に
基
く
な
り
。
町
再
生
産
可
能
な
る
場
合
↓
無
限
量
の
場
合
一
官
吏
が
五
セ
Y
ト
子
Y
の
薪
木
を
有
す
、
然
る
に
彼
は
十
セ
ン
ト
子
Y
を
要
求
す
。
さ
れ
ざ
彼
は
自
由
に
援
房
す
る
の
様
を
有
す
。
此
故
に
彼
は
縦
A
ザ
要
求
に
鈎
L
て
嘗
座
は
不
足
な
れ
ぜ
も
、
薪
木
の
貯
蓄
量
守
無
限
な
b
さ
見
る
、
由
て
其
車
位
量
に
何
等
の
償
値
を
置
か
子
。
蓋
し
彼
は
自
由
に
暖
房
す
る
の
補
修
を
有
す
、
換
言
す
，
れ
ば
利
用
「
熱
」
の
再
生
産
に
必
要
な
る
所
の
手
段
を
無
限
に
使
用
し
得
れ
ば
な
与
。
従
て
茶
再
生
産
は
何
等
の
利
用
損
或
は
費
用
を
倖
ふ
こ
さ
な
り
れ
ば
な
り
。
草
位
量
の
木
は
何
等
の
僚
値
を
有
せ
子
、
業
放
は
之
を
再
生
デ
キ
1
チ
Z
d
p
氏
侃
低
血
申
尻
ニ
六
五
商
業
主
経
済
一
六
六
産
す
る
手
段
が
何
等
の
債
値
を
有
せ
ざ
る
じ
よ
る
。
ニ
相
劉
的
有
限
量
の
場
合
一
植
民
地
人
は
或
薪
炭
の
貯
蓄
を
有
す
、
而
て
こ
は
嘗
座
に
於
て
不
足
な
る
も
好
み
の
ま
〉
に
再
生
産
し
得
。
数
時
聞
を
要
す
る
地
駄
に
原
始
林
あ
b
て
好
む
式
の
薪
木
を
採
b
得
る
な
h
。
此
場
合
に
一
思
位
盤
の
木
に
mm値
を
詮
〈
は
、
蓋
し
原
始
林
よ
b
薪
木
を
採
り
ホ
ゆ
る
に
要
す
る
労
働
力
さ
勢
働
時
間
な
る
再
生
産
の
手
段
が
相
謝
的
に
有
限
な
れ
ば
な
b
o
小
屋
に
在
る
各
m
単
位
の
木
の
債
値
は
喪
失
の
場
合
こ
れ
が
再
生
産
仁
要
す
る
手
段
の
僚
値
に
基
く
。
有
限
量
の
手
段
「
労
働
」
の
単
位
量
が
「
熱
」
な
る
刺
用
の
再
生
産
の
焼
失
は
る
、
時
は
、
こ
れ
却
も
彼
の
努
働
量
存
在
の
場
合
之
に
由
っ
て
得
ら
る
可
か
り
し
他
の
利
用
が
失
は
る
、
を
意
味
す
る
な
b
。
一
単
位
量
の
木
は
手
段
た
る
「
労
働
」
が
有
限
な
る
の
故
に
僚
値
を
有
す
。
勢
働
の
消
費
に
よ
b
単
位
丞
を
再
生
産
し
符
可
き
槌
民
地
人
の
代
b
に
金
銭
前
設
に
よ
り
同
一
の
放
果
を
奉
ぐ
る
経
務
主
慢
を
以
て
す
る
も
何
等
越
化
な
し
。
労
働
も
金
銭
も
相
謝
的
に
有
限
な
る
手
段
な
b
l
l其
手
段
は
木
の
要
求
額
に
応
じ
て
木
の
貯
蓄
を
調
節
す
る
抑
制
の
量
は
あ
れ
芝
、
他
に
充
足
す
可
き
一
切
の
慾
望
を
充
足
し
議
す
じ
は
足
ら
5
る
分
量
た
る
な
b
。
予
が
倉
に
有
す
る
木
は
そ
れ
自
憾
の
俄
他
の
潟
仁
重
ん
や
－
ら
る
、
じ
あ
ら
干
し
て
、
換
平
一
一目
す
れ
ば
此
有
限
な
る
木
の
貯
蓄
の
一
同
単
位
卦
が
奥
ふ
の
刺
周
「
熱
」
の
た
め
じ
傘
霊
せ
ら
る
〉
に
は
あ
ら
守
し
て
、
こ
れ
を
町
民
ふ
場
合
に
要
す
ぺ
き
金
銭
の
価
値
の
熔
な
b
｜
｜
印
私
手
段
「
金
銭
」
が
予
に
は
有
限
な
る
が
錫
な
り
。
予
が
木
h
y
m比
ひ
以
て
利
用
「
熱
」
を
待
ん
か
、
予
は
然
ら
や
J
ん
ば
民
ふ
を
得
た
る
可
き
他
の
秘
の
利
用
を
失
は
ざ
る
可
か
ら
ぎ
る
が
放
な
b
。
四
財
の
償
値
は
如
何
に
し
て
計
ら
る
〉
や
以
上
説
明
せ
る
が
如
く
、
価
値
の
根
源
は
凡
で
の
財
に
通
じ
て
同
一
な
り
、
凡
で
の
財
は
奥
失
の
場
合
主
髄
に
及
す
可
き
利
用
損
（
又
は
費
用
）
の
怨
に
俄
値
を
有
す
。
然
る
に
如
何
に
し
て
利
用
舗
は
後
生
す
る
や
の
根
源
に
至
つ
て
は
、
そ
の
再
生
産
可
能
財
た
る
芝
、
然
ら
ざ
る
さ
じ
従
て
同
一
な
ら
や
。
凡
て
の
財
は
英
喪
失
が
主
憶
に
及
す
可
き
利
用
損
（
又
は
費
用
）
の
量
に
賂
じ
て
債
値
を
有
す
。
然
る
に
再
生
産
可
能
財
が
失
は
る
、
ゃ
、
再
生
産
不
能
財
が
失
は
る
、
ゃ
に
よ
り
利
用
損
の
根
源
異
な
る
が
故
に
利
用
調
の
量
が
決
定
さ
る
、
の
方
訟
は
商
佃
の
場
合
異
な
れ
り
。
一
再
生
産
可
能
財
の
債
依
計
量
相
封
的
有
限
量
の
場
合
再
生
産
可
能
財
の
喪
失
が
利
用
舗
を
隠
す
理
由
は
其
再
生
産
に
要
す
る
手
段
が
有
限
最
な
る
こ
さ
に
在
b
o
A
財
の
再
生
産
に
手
段
の
一
単
位
量
を
連
結
す
る
こ
さ
は
何
等
か
他
の
利
用
の
底
棄
を
意
味
す
。
再
生
産
財
の
存
在
が
主
穫
に
錯
し
債
低
を
有
す
る
は
、
そ
れ
が
喪
失
に
嘗
っ
て
手
段
貯
蓄
量
の
有
限
性
じ
よ
る
利
用
損
が
後
デ
キ
1
チ
エ
ル
氏
個
値
皐
蹴
三
ハ
七
商
業
主
魁
慣
三
六
八
生
す
可
き
が
放
な
り
。
其
債
値
の
量
は
1
l生
憧
が
財
を
再
生
産
す
る
の
意
志
を
有
す
る
場
合
は
｜
｜
再
生
産
に
設
さ
ざ
る
可
か
ら
ぎ
る
有
限
の
手
段
貯
蓄
の
箪
位
最
の
大
き
に
よ
る
。
蓋
し
此
再
生
産
費
用
の
大
き
は
主
健
が
業
財
の
喪
失
の
場
合
成
予
可
き
利
用
損
の
量
を
決
定
す
る
も
の
な
れ
ば
な
b
。
手
段
の
犠
牲
愈
々
大
な
れ
ば
利
用
損
愈
々
大
な
り
‘
犠
牲
小
な
れ
ば
利
用
損
又
小
な
り
。
A
財
及
B
財
が
同
一
手
段
の
或
単
位
最
を
消
費
し
て
再
生
産
し
得
ら
れ
且
、
A
の
再
生
産
は
二
十
、
B
の
再
生
産
は
十
の
車
位
量
を
要
す
ご
せ
ば
、
此
際
主
憶
は
ニ
個
の
財
の
債
値
閥
係
を
決
し
て
A
は
丁
度
B
の
二
倍
の
債
値
を
有
す
さ
な
す
べ
し
o
蓋
し
A
の
喪
失
の
場
合
有
限
の
手
段
は
二
倍
だ
け
減
少
せ
ら
れ
、
向
て
B
の
喪
失
の
場
合
に
比
し
二
倍
の
利
用
が
損
せ
ら
る
、
を
以
て
な
り
。
再
生
産
費
用
の
大
き
は
其
有
限
性
の
量
を
示
す
芯
共
に
英
利
用
性
Z
C円
N
－wF
r岳
（
利
用
損
）
の
最
ケ
示
す
。
再
生
産
可
能
財
の
僚
他
最
は
技
用
量
に
比
例
す
さ
一
お
ふ
右
典
波
の
事
設
は
、
利
用
性
芝
有
限
性
が
凡
て
の
財
の
債
値
尺
度
を
な
す
さ
一
玄
ふ
新
娠
の
準
設
ピ
全
く
相
通
ゃ
ー
。
以
上
は
再
生
産
可
能
財
に
し
て
且
主
健
が
再
生
産
郎
ち
喪
失
の
場
合
、
再
購
買
の
意
志
を
有
す
る
凡
て
の
財
に
つ
き
一
玄
へ
る
所
な
る
が
、
再
生
産
可
能
財
さ
雄
、
主
陸
自
ら
が
再
生
産
を
欲
せ
ざ
る
財
、
邸
主
健
の
剣
断
に
於
τ刺
用
が
費
mef償
は
ざ
る
如
き
財
の
依
他
の
大
き
は
費
用
の
大
き
さ
は
無
関
係
な
b
o
比
種
の
財
は
主
嘘
に
ご
り
で
は
再
生
産
不
能
財
に
廊
す
。
き
れ
ば
英
領
値
の
大
き
は
再
生
産
不
能
財
に
用
ひ
r
h
る
、
方
法
、
印
ち
コ
利
用
」
l
l再
生
産
費
用
に
あ
ら
子
ー
ー
に
よ
h
定
め
ら
る
、
も
の
な
b
o
予
は
百
マ
Y
ク
の
恨
格
に
よ
り
好
み
の
ま
、
に
再
生
産
し
得
る
財
を
有
す
、
然
る
に
予
の
剣
断
は
予
の
経
務
山
肌
態
を
籾
み
て
、
多
く
さ
も
七
十
マ
y
p
を
再
生
産
に
用
ひ
ん
さ
す
。
然
る
時
、
此
財
は
予
に
ご
り
で
再
生
産
不
能
の
性
質
金
有
す
。
此
財
の
喪
失
の
場
合
、
予
は
貨
鮮
（
手
段
貯
蓄
）
の
翠
位
最
及
之
に
勝
争
る
利
用
を
損
す
る
に
あ
ら
守
し
て
、
財
が
今
ま
で
予
に
輿
へ
た
る
利
用
を
損
す
る
な
り
。
再
生
産
不
能
財
が
喪
失
の
場
合
、
利
用
損
h
z
生
守
る
は
、
此
財
自
身
有
限
量
な
る
放
な
り
。
利
用
損
の
量
は
再
生
産
不
能
財
の
債
値
計
量
紹
釣
的
有
限
抵
の
場
合
物
自
鰻
の
利
用
の
大
き
に
か
〉
る
o
再
生
産
の
手
段
存
せ
ざ
る
が
故
に
此
利
用
は
損
失
ざ
な
り
而
て
英
大
き
は
主
憾
が
比
利
用
の
相
齢
的
軍
要
の
皮
を
明
に
す
る
に
よ
b
て
計
量
せ
ら
る
。
債
錐
詐
最
の
方
法
は
吾
人
が
上
仁
直
別
せ
し
こ
積
額
の
再
生
産
不
能
物
じ
脅
し
て
同
一
な
b
。
主
憧
が
再
生
産
す
る
を
符
ざ
る
物
も
主
憶
が
再
生
産
す
る
を
欲
せ
ざ
る
物
も
「
そ
の
物
の
奥
ふ
る
利
用
に
依
て
」
秤
領
せ
ら
る。
吾
人
は
先
づ
、
評
償
き
る
、
再
生
産
不
能
物
が
濁
立
せ
る
草
位
の
数
佃
さ
し
て
貯
蓄
さ
れ
あ
る
も
の
さ
の
破
定
よ
b
後
出
せ
ん
。
デ
ヰ
l
チ
エ
ル
氏
個
依
師
事
院
三
宍
丸
商
業
吉
松
慌
三
七
O
×
単
位
の
貯
蓄
存
在
す
る
も
の
さ
す
。
然
る
時
、
其
第
一
単
位
は
主
憧
が
業
物
の
奥
へ
得
る
諸
利
用
中
最
重
要
な
り
さ
す
る
利
用
（
悶
）
の
獲
得
に
ご
げ
ら
れ
第
二
車
位
は
重
要
之
に
次
ぐ
利
用
（
’
m）
に
ご
げ
ら
れ
、
か
〈
て
最
終
の
車
位
は
重
要
最
少
き
印
限
界
一
利
用
（
ω）
の
獲
得
に
て
げ
ら
る
。
一
躍
・
位
の
喪
失
の
場
合
に
は
き
慢
は
最
失
ふ
じ
容
易
な
る
ω
を
犠
牲
ざ
す
ぺ
し
、
従
て
此
重
要
最
少
き
利
用
の
み
を
損
失
す
可
ぐ
、
重
要
な
る
利
用
1
1
M
等
l
lは
依
然
ざ
し
て
享
受
せ
ら
る
ぺ
し
。
刻
周
損
の
量
従
て
単
位
の
債
低
は
主
憶
が
此
倒
の
享
受
に
置
〈
所
の
重
要
印
も
此
限
界
利
用
の
大
き
に
か
、
る
。
A
T
ぺ
Z
ム
・
バ
1
ク
ェ
Y
ク
の
例
を
周
ひ
て
説
明
せ
ん
に
、
一
椛
民
者
が
四
へ
グ
ト
立
の
絞
物
を
牧
漉
せ
b
、
彼
は
次
の
牧
雄
ま
で
之
を
以
て
家
計
ぞ
保
た
ざ
る
可
か
ら
や
。
第
一
の
ヘ
ク
ト
立
を
彼
は
麺
拠
製
造
じ
定
む
l
l
生
命
さ
勢
働
カ
を
保
持
せ
ん
匁
h
u
b
A
M
）
第
二
の
へ
ク
ト
立
を
家
禽
飼
養
（
叩
）
に
第
三
を
・
火
酒
製
造
（
川
）
仁
『
V
／
最
後
の
ヘ
ク
ト
立
を
麟
払
飼
養
（
I
）
に
定
む
べ
し
d
A
1
若
し
一
ヘ
ク
ト
立
が
喪
失
せ
ら
れ
む
か
植
民
者
が
食
を
／
N
」
制
し
て
火
酒
を
製
り
賜
鵡
を
飼
養
せ
む
に
は
こ
れ
賢
な
る
所
以
に
あ
ら
中
、
寧
ろ
彼
は
残
存
せ
る
一
ニ
ヘ
ク
ト
立
を
以
ι一
一
つ
の
欲
望
、
－
M
m
mを
確
保
し
て
最
重
要
長
後
の
も
の
、
郎
、
限
界
利
用
l
l還
の
飼
養
（
川
）
｜
の
獲
得
を
犠
牲
さ
さ
し
o
き
れ
ば
彼
が
第
四
の
へ
ク
ト
立
を
有
す
る
さ
き
は
彼
の
幸
脂
に
釣
し
も
、
只
一
場
合
じ
は
麟
餓
飼
養
の
幾
ゐ
b
他
の
場
合
じ
は
こ
れ
無
し
さ
云
ふ
相
異
を
生
守
し
む
る
に
過
ぎ
宇
。
而
し
て
此
重
要
な
ら
．
さ
る
利
用
に
従
っ
て
彼
は
穀
物
貯
蓄
の
一
単
位
を
評
慣
す
ぺ
し
。
而
て
如
何
な
る
皐
位
を
も
然
旬
。
今
、
或
利
用
に
ぎ
；
泰
J
3
Mに
謝
す
る
｜
増
加
せ
ん
か
、
業
結
果
さ
し
て
従
来
W
に
ご
げ
ら
れ
た
る
或
単
位
設
は
川
よ
り
奪
ほ
れ
て
M
に
き
〉
げ
ら
る
ぺ
し
。
若
し
此
際
問
の
要
額
増
加
が
大
に
し
て
最
後
の
「
四
分
の
こ
の
凡
で
の
単
位
多
5
4
2
5符
な
る
時
は
今
や
l
wの
代
り
に
l
Fち
高
級
の
利
用
が
限
界
利
用
さ
な
る
。
若
し
川
の
要
一
額
増
加
が
、
倫
或
単
位
最
は
聞
に
残
存
す
る
程
度
の
よ
ん
き
な
る
時
は
、
町
は
前
ご
同
じ
く
限
界
利
別
言
し
て
残
存
す
。
然
れ
ざ
も
一
軍
位
の
喪
失
に
よ
る
利
用
損
の
量
は
前
－
V
 
よ
b
も
大
な
る
ぺ
き
が
故
ド
ー
は
前
よ
り
も
重
ん
や
』
ら
る
。
－
N
 
要
額
の
増
加
は
限
界
刺
用
を
厩
て
高
度
に
昇
ら
し
め
従
て
単
位
の
償
値
は
昇
る
。
反
割
に
或
刺
周
に
劉
す
る
要
額
I
｜
例
ば
M
に
謝
す
る
ー
ー
が
減
少
す
る
時
は
業
結
界
Z
Lて
従
来
則
に
供
せ
ら
れ
た
る
貯
蓄
の
翠
位
は
無
用
ぜ
な
b
て、
W
の
獲
得
を
大
じ
す
る
か
或
は
重
要
の
皮
夏
に
低
き
利
用
の
N
 
獲
得
l
l
m
誌
に
｜
に
供
与
可
し
o
要
額
の
低
落
は
限
界
利
用
を
低
下
せ
し
む
よ
く
て
草
位
の
僚
値
は
低
落
す
。
要
之
、
要
額
固
め
仏
ω
『
『
の
昇
る
に
従
て
限
界
利
用
及
債
値
は
零
よ
り
無
限
に
昇
h
J
、
要
額
低
下
す
る
じ
従
て
無
限
よ
り
零
に
下
る
。
貯
蓄
量
一
定
な
る
時
は
限
界
利
用
従
て
翠
位
の
僚
値
は
要
額
三
同
一
方
向
じ
動
〈
。
要
領
一
定
な
る
時
は
限
デ
キ
E
チ
Z
W
氏
慣
龍
山
伊
既
三
七
－
商
業
主
鰹
慣
三
七
ニ
界
利
用
従
て
翠
位
の
債
依
は
貯
蓄
量
ピ
反
劉
の
方
向
に
動
〈
。
る
故
特
に
説
明
を
要
せ
ざ
る
ぺ
し
）
（
比
後
の
場
合
は
前
の
場
合
の
反
劉
に
過
ぎ
ぎ
以
上
云
へ
る
所
は
貯
蓄
量
の
単
位
の
債
他
に
就
て
な
る
が
、
之
に
反
し
貯
蓄
量
〈
O
門
店
仔
の
倒
値
は
i
l
最
少
利
用
に
よ
ら
や
し
て
1
1英
奥
ふ
る
線
利
用
に
よ
り
決
定
せ
ら
る
。
貯
蓄
量
の
僚
値
は
（
要
額
が
一
定
な
る
時
）
閥
単
位
の
債
値
さ
反
劉
の
方
向
に
動
く
。
前
の
例
に
云
へ
る
組
民
者
一
か
四
へ
ク
ト
立
の
貯
蓄
量
を
有
す
る
時
は
穀
物
軍
位
の
債
値
は
甚
だ
低
し
1
1蓋
し
此
一
m
単
位
に
は
甚
重
要
な
ら
ぎ
る
限
界
利
用
「
賜
餓
飼
養
」
が
か
〉
る
の
み
な
れ
ば
な
b
。
然
る
じ
穀
物
貯
蓄
－
T
A
v
f
 
量
の
震
は
甚
だ
高
し
｜
宅
金
位
が
一
時
じ
失
は
れ
去
ら
ん
か
を
M
m
m
m利
用
品
ぎ
損
失
す
可
け
れ
ば
な
b
o
彼
が
此
徳
利
用
に
俊
〈
重
要
は
貯
蓄
量
の
債
他
を
決
定
す
。
植
民
者
が
第
五
へ
ク
ト
立
を
加
ふ
る
時
は
従
来
の
要
一
徹
に
制
捜
化
な
き
限
り
単
位
の
債
他
は
低
洛
す
、
さ
れ
ぜ
貯
蓄
量
の
債
値
は
此
へ
グ
ト
立
の
奥
ふ
る
利
用
rけ
昇
る
。
ん
デ
キ
1
チ
エ
山
戸
は
此
鮎
に
於
て
「
一
貯
蓄
量
は
片
数
或
は
部
分
の
数
さ
常
時
の
限
界
利
用
ご
の
献
に
等
し
き
制
限
他
ぞ
有
す
」
ど
一去
へ
る
2
1
ザ
1
5
2
2
に
反
謝
す
）
M
m
m
m
の
総
和
が
此
際
の
限
界
利
用
を
構
成
す
。
評
価
さ
る
、
再
生
産
不
能
物
が
僅
に
一
一
仰
の
佃
別
何
M
h
o
s
－R
さ
し
て
貯
蓄
さ
る
、
場
A
W
は
節
約
の
原
則
じ
従
っ
て
常
時
最
重
要
な
る
科
用
の
獲
得
に
向
け
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
子
。
滋
に
於
て
か
最
高
利
用
は
限
界
利
用
た
り
ー
ー
「
物
が
｜
｜
一
定
の
放
態
に
於
て
l
l経
済
的
に
向
け
ら
れ
得
ぺ
き
最
小
の
利
用
な
り
」
（
ク
キ
1
ザ
1
）
喪
失
の
場
合
の
利
用
損
の
最
、
従
て
英
領
値
は
此
限
界
利
用
の
大
き
に
か
、
る
。
由
是
腕
之
、
再
生
産
不
能
財
の
憤
値
の
大
き
は
凡
て
の
場
合
、
其
限
界
利
用
の
大
き
に
由
て
定
ま
る
。
問
一
個
別
何
Mhos
－R
よ
b
或
る
貯
蓄
量
の
一
単
位
が
鋒
債
き
る
〉
時
は
限
界
利
用
は
最
小
別
用
に
よ
b
定
ま
り
、
金
健
ご
し
て
の
貯
蓄
の
場
合
は
線
利
用
に
よ
り
、
唯
一
例
の
個
別
の
場
合
は
最
高
利
用
に
よ
b
定
ま
る
。
右
は
デ
キ
1
チ
ヱ
山
戸
悼
式
債
値
準
設
の
大
要
な
b
。
古
来
の
論
争
、
費
用
か
利
用
か
の
論
争
に
氏
が
如
何
な
る
解
決
な
奥
へ
た
る
か
は
右
に
山
て
明
な
る
ぺ
し
。
氏
は
果
し
て
此
解
決
に
成
功
せ
し
か
、
此
問
題
の
答
解
に
は
更
に
氏
の
準
設
を
詳
泌
す
る
こ
芭
を
要
す
。
吾
人
は
た
h
y
遂
に
、
舎
で
濁
逸
コ
y
－7
1
ド
年
報
上
に
大
な
る
論
m干
の
穏
を
扱
き
た
る
氏
の
準
設
の
一
端
を
紹
介
し
詳
細
の
論
評
は
之
を
他
日
に
譲
ら
ん
さ
欲
す
る
も
の
な
。
石
炭
経
済
論
馬
場
誠
緒
言
l
l人
若
し
あ
り
て
石
炭
を
ば
他
の
主
要
怒
る
商
品
三
品
h
仁
比
較
す
る
場
合
に
は
邸
も
幾
多
の
興
味
あ
石
炭
紐
済
論
三
七
三
